
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【オリンピアン、パラリンピアン、地域の方などの
ゲストティーチャーによる授業】

● 柔道、陸上（車いす）、三味線講師などを招いて、講演会や実技指導を実施

● アスリートの生き方や高い技能に触れたり、
日本の伝統文化について深く理解したりすることができた。

【地域の清掃、挨拶運動などのボランティア活動】
● 児童・生徒の発案により、学校周辺の掃除活動や、朝の挨拶運動を実施

● 人の役に立つことの喜びを感じ、
主体的に、自分にできることについて考える意識が高まった。

立川市のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

立川市

佐藤愛子さん（’08北京オリンピック出場:柔道）
による実技指導

ボランティア活動（挨拶運動・清掃活動） アルティメットの体験
※アルティメットは、オリンピックの追加種目としての

採用が検討されています。

講師：日本フライング
　　　ディスク協会
　　　本田 雅一氏・吉田 楓氏

28校 ＊

12,410人*

ブランドメッセージ「立川くらいが、一番いい」のとおり、都市の魅力と潤い・やすらぎ
のある生活環境がバランスよく共生する地域である。


